
編集：H＆T 

院生ライフレポート 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学教職大学院 広報誌 
 

2024年 

第 10号（2・３月） 

８期生にとって、大学院生活１年目が終わります。授業や実習に忙しく、そして課題に追われる日々で

したが、改めて学ぶ楽しさと、支え合う仲間がいる心強さを実感した１年となりました。 

 

M2 研究成果発表会 

 2/27（火）、2/29（木）は、大学院２年生（以下、

M2）の皆さんの研究成果発表でした。先輩方の発表

には、研究に用いた理論や実践方法、成果などが詰ま

っており、多くの学びを得ることができました。同時に、

自分がその場に立つ日が来ることを考えて、気が引き

締まりました。自信をもって１年後の研究成果発表会を

迎えることができるよう、先輩方から学び得た事を活か

しながら、今後の研究に臨みたいです。 

M１ 研究中間発表会 

３/７（木）は大学院１年生の中間発表会でした。１年

間の学びと研究の積み重ねが、当日の発表に集約され

ており、それぞれのコースの発表に大変刺激を受けた貴

重な機会となりました。M2 のみなさんからも積極的に

質問をいただき、研究の今後についてさらに考えを深め

ることができました。試行錯誤のこの１年を糧に、また、こ

れまでの先生方のご指導やご助言を研究に活かしなが

ら、来年度の研究実践に励んでいきます。 

 

第２回スポーツレクリエーション 

 思いきり体を動かして、リフレッシ

ュすることができました。 

 

〈１年間の振り返り〉 

授業で新しい視点を得たり、自分を俯瞰したりと、貴重な経験が

できました。また、他校種やストレートマスターの学生と協働する

機会が多く、現場に活かせる、大変学びの多い１年となりました。 

（現職教員） 

現職の先生方とペアになり取り組む授業が多く、和気あいあいと

した雰囲気の中、専門的かつ実践的な知識を身に付けることが

できました。教育学部での学びをより深められる教職大学院に

進学して本当に良かったと思います。   （ストレートマスター） 


